
市立小中学校の外国語指導助手を７４名体制に拡大！
～子どもたちが英語を話せる機会をさらに広げます～

平成３１年（2019 年）３月２８日（木）

箕面市では、英語教育を強化するため、平成３１年度から市立小中学校の外国語指導助手

（ＡＬＴ）を１４名増員し、総勢７４名体制に拡大します。これにより、全小学校に３～５名ずつ、

全中学校に３名（全学年に１名）ずつ、ＡＬＴを配置します。

【参考】外国語指導助手（ALT）の在籍状況

箕面市では、平成２７年度から全市立小中学校の全学年で、毎日英語の授業を実施してい

ます。英語を母語とするＡＬＴが英語の授業に入ることで、早い時期から英語にふれることので

きる環境を充実してきました。

・小学校は、児童一人ひとりがＡＬＴと英語で話

す機会をもてるよう、１クラスを４グループに

分け、各グループにＡＬＴを１名ずつ配置する

少人数グループ制で、授業を行っています。

・中学校は、生徒が学んだ英語を使える機会を

より多く持てるよう、各学年に専属のＡＬＴを配

置し、英語の授業に積極的にＡＬＴが参加して

います。
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(2 学期～)

H28 年度
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H29 年度
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H30 年度
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H31 年度
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人数 20 名 34 名 48 名 60 名 74 名

配

置

小学校 各校に 1名
各校に

1～2名

各校に

1～3名

各校に

2～4名

各校に

3～5名

中学校 各校に 1名 各校に 2名
各校に 3 名

(各学年 1名)

各校に 3 名

(各学年 1名)

各校に 3 名

(各学年 1名)

箕面市では、英語教育を強化するため、平成３１年度から市立小中学校の外国語指導助

手（ＡＬＴ）を１４名増員し、総勢７４名体制に拡大します。これにより、全小学校に３～５名ず

つ、全中学校に３名（全学年に１名）ずつ、ＡＬＴを配置します。

また、小学校５・６年生の４５分の英語授業を、週１回から週２回に増加します。これは、同

学年において、国が平成３２年度から英語授業を週２回行うことを義務化することを受け、国

に先駆けて実施するものです。

なお、箕面市では、平成２７年度から全市立小中学校の全学年で、毎日英語の授業を実施

しています。授業中はもちろん、休み時間や学校行事などでも、子どもたちがＡＬＴといつでも

気軽に英語で話せる体制を整え、英語教育を強化しています。

報道資料

１．外国語指導助手の拡大

箕面市教育委員会

みどりと子どもを育むまち

２．箕面市の英語教育



・小中学校とも、授業中はもちろん、休み時間や学校

行事などでも、子どもたちがＡＬＴといつでも気軽に

英語で話せる体制を整え、英語教育を強化してい

ます。

・市立の幼稚園と保育園に、近隣の小学校から月に

２回程度ＡＬＴを派遣し、英語教育を行っています。

私立の幼稚園と保育園についても、希望があれば、

同じく月２回程度派遣しています。

・このような取組の結果、箕面市の中学生は７割以

上、小学生は８割以上が、ＡＬＴとの触れ合いなど

を通じて英語が楽しいと感じていることが調査によ

り分かりました。

現在、小学校では５・６年生を対象に週１回程度の「外国語活動」が学習指導要領により必

修化されています。平成３２年度から、３・４年生についても週１回程度の「外国語活動」が必

修化されるとともに、５・６年生の「外国語活動」は正式な「英語」教科として、週２回程度行うこ

とが義務付けられます。

市では、平成３１年２学期から、ＡＬＴの増員により、小学校５・６年生の４５分の英語授業を

週１回から週２回に増加します。これは、国に先駆けて英語教育を強化するものです。

【参考】英語授業数の推移

なお、ＡＬＴの増員に当たっては、「ＪＥＴプログラム※」を活用します。

※ 自治体が総務省、外務省、文部科学省及び一般財団法人自治体国際化協会の協力の

下に実施する事業で、海外の青年を招致し、小中学校で外国語教育等に携わることによ

り、地域レベルでの国際化を推進することを目的とした事業です。

平成 27 年度

（2 学期～）

平成 29 年度

（2 学期～）

平成 30 年度

（2 学期～）

平成 31 年度

（2 学期～）

保育園

幼稚園
－

就学前英語教育

を月2回程度

就学前英語教育

を月2回程度

就学前英語教育

を月2回程度

小学校

1･2 年生
15分授業を週5回 15分授業を週5回

15分授業を週4回

45分授業を週1回

15分授業を週4回

45分授業を週1回小学校

3･4 年生 15分授業を週4回

45分授業を週1回

15分授業を週4回

45分授業を週1回小学校

5･6 年生

15分授業を週3回

45分授業を週2回

中学生 50分授業を週5回 50分授業を週5回 50分授業を週5回 50分授業を週5回

問い合わせ先

子ども未来創造局 学校教育室

電話：072-724-6761（直通）

３．小学校５・６年生の英語授業の強化


